
（
敬
称
略
）

こ
の
キ
ノ
コ
に
は
、
ど
ん
な
名

前
が
い
い
で
し
ょ
う
。
で
も
和
名

の
「
口
紅
茸
」
を
知
っ
て
い
る
と
、

も
う
ほ
か
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
ど
け
て
突
き
出
し
た
唇
に
赤
い

口
紅
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

世
界
の
共
通
語
で
あ
る
学
名
は
、

長
崎
で
採
取
さ
れ
た
標
本
を
も
と

に
付
け
ら
れ
て
い
て
、
「
美
し
い

口
」
と
「
日
本
の
」
と
い
う
意
味

を
表
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
キ
ノ
コ
の
頭
部
で
ほ

ぼ
球
形
。
直
径
は
１
㎝
ほ
ど
。
表

面
は
淡
い
黄
褐
色
で
、
鱗
片
状
に

さ
さ
く
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
内
部
は
白
い
粘
土
状
の
胞
子

塊
で
、
成
熟
す
る
と
粉
状
に
な
り

唇
が
開
い
て
飛
び
出
し
ま
す
。
土

の
中
に
は
、
イ
カ
の
脚
の
よ
う
な

偽
柄
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
普
通

種
で
、
春
～
秋
に

発
生
し
ま
す
が
寿

命
が
長
く
冬
で
も

見
ら
れ
ま
す
。
林

内
の
崖
土
や
苔
の

中
に
群
生
し
ま
す
。

熊
野
で
は
、
初

神
の
三
谷
橋
を
渡

り
少
し
歩
い
た
右

側
の
低
い
崖
で
観

察
で
き
ま
す
。
町
内
で
は
今
の
と

こ
ろ
、
こ
こ
だ
け
で
す
。
食
用
に

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
持
ち
帰
ら

な
い
で
下
さ
い
。
ふ
る
里
の
自
然

を
皆
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。

同
じ
科
に
、
そ
っ
く
り
で
全
体

に
赤
み
を
帯
び
た
ホ
オ
ベ
ニ
タ
ケ

が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
ブ
ナ
林

な
ど
に
生
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

【
写
真
・
文

冨
沢
由
美
子
】
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月
号
№
328

発
行
／
熊
野
町

編
集
／
企
画
課（

10月
1日

発
行
）

731-4292
広
島

県
安
芸

郡
熊
野

町
3815-1

（
082）820

5602（
企
画

課
直
通

）

今
月
の
題
字

熊
野
高
校
２
年
生

岡

美
希
さ
ん

町の人口と世帯数
（前年同月比較）

熊野町の火災と救急
平成13年８月中

火 災 件 数 ２件
死 傷 者 ０人
救 急 件 数 56件
搬 送 人 員 58人

平成13年８月31日 平成12年８月31日

渦蔚，臼欝唄人…人口…渦蔚，渦厩臼人
臼渦，鰻姥臼人… 男 …臼渦，姥欝嘘人
臼嘘，嘘鰻嘘人… 女 …臼嘘，唄嘘姥人
厩，欝蔚嘘…世帯数… 厩，唄姥唄

救急の通報は119番
その他、消防の問合せ・

相談はこちら

海田地区消防署熊野出張所

℡854－1103

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成13年10月号

▼

熊
野
中
学
校
２
年
生

野

上

真

信

【
評
】
一
画
一
画
と
て
も
丁
寧
に
書
け
て
い
ま
す
。
四
字
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
な
が
ら
書
け
て
い
る
作
品
で
す
。

▼

熊
野
中
学
校
２
年
生

立

花

萌

恵

【
評
】
背
景
に
ひ
ま
わ
り
や
魚
を
描
き
、
自
分
の
世
界
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
画
材
、
技
法
の
使
い
方
も
効
果
的
で
す
。

クチベニタケ
（クチベニタケ科）

(145)

自
然
観
察
会

と

き

10
月
24
日

と
こ
ろ

湯
来
町

石
ケ
谷
峡

出

発

町
民
会
館

７
時
30
分

西
公
民
館

７
時
50
分

費

用

３
千
円
～
３
千
７
百
円

（
参
加
人
数
に
よ
り
変
動
）

定

員

48
名

会
員
を
優
先

講

師

冨
沢
由
美
子

主

催

く
ま
の
自
然
観
察
会

連
絡
先

℡
854
―
０
６
１
９
升
木




